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一般の非可換環を未知なるアファイン多様体の座標環と見做す事が有効な研究方針であるかは定かでありませんが、体

上の非可換次数付き代数を未知なる射影多様体の同次座標環と見做す研究方針は有効に働き、それが非可換射影幾何学

という分野の基本方針です。

非可換射影幾何学では次数付き代数 Rから定まるあるアーベル圏 QGrRを Rを同次座標環とする（未知の）射影多

様体 projRの準連接層の圏と見做します。本講演では、このQGrRの導来圏を考える事で得られた AS正則代数と呼ば
れる次数付き代数の構造定理（毛利出先生との共同研究）やその応用や最近の発展を解説したいと思います。
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